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水源禅師法話 
 

質疑応答 
【水源師】 

じゃあ、聞きたい事に対して回答という事でどうでしょうかね？誰か何か自

由に、質問ありますか？これが聞きたいとか。 

 

【司会者】 

何かありますでしょうか？何でも。 

 

【水源師】 

 カナダへ来てどうですか？ 

 

【参加者】 

 まあ、なんとも気持ちが良いという事ですよね。身体も喜んでいるし、心も。

こういう所に居ると病気とかなりにくいというか。 

 

 

人間はどうして病気になるのか？ その原因は心にある                              

【水源師】 

 病気も治るのではないですか？こういう風に、空気が良いし、水も良いし。

それで精神修養して行けば自然と病気は治るのではないですかね。 

 

【参加者】 

 その病気という事について、どうして人は病気になるのでしょうか？ 

 

【水源師】 

 やっぱり、人間の身体は不可思議な力を持っているのだけれども、死ぬはず

の人間が死なないで生きているし。元気にしている人がコロッと死んでしまう

とか、それが寿命だというけれども、殆ど心の作用だと思う。 

心の作用が非常に大きな原因で、結局、心が全部知っているからです。死ぬ

のが分かっていても、そこにわざと近づいて行って死ぬという事がいっぱいあ

るわけですね。 

だから病気も、そういう風な心の作用が非常に影響してくると思う。という
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のは、お医者さんの現場の深いお話を聞いているから、一般の人は分からない

けれども、トップのお医者さん方も実は分からないのですよ。 

何故治るのか？何故死ぬのか？その微妙な所は全く分からないと言っていま

す。それで、癌もどうして自然に治ってしまうのか？5%はそういうケースがあ

るのだそうです。今から数十年前、今は分からないけれども。どうしてそれが

自然に治っているか分からないという事でした。 

ただ、現在の医療界では、瞑想した人間と、瞑想しない人間とでは、非常に

はなはだ体に及ぼす影響が違うと。それも真剣な瞑想ではなく病院で実験して

みるわけですね。こう手を握って、それから眼を瞑って、こう神に祈りましょ

うとか、まあ色んなそういう瞑想法だけれども、それでも全然違うのです。 

そういう患者さん達にブラインドテスト（blind test）と言って同じ薬を飲

ますみたい。そうしたら、同じ薬を瞑想するグループと瞑想しないグループに

分けて統計を取れば、やっぱり瞑想するグループはその薬がよく効くと。同じ

薬だけれども。やはり、心の作用でそのようなことが発生するようです。 

お坊さんが若い時に病気をするというのは、結局、因縁の事もあるし、色ん

な事もあるけれども、やはり修行をしっかりしても病気がちな人は、これはお

かしいとなるわけです。 

50、60 でもちゃんとピンピンしていなければ、それはおかしいとなって正し

く修行してないという事なそうです。70 80 まではやっぱりお坊さんとしては、

元気でいなければ間違った修行をしているという事に見られがち、と比丘達は

言っています。 

というのは、普通お坊さんは山の中で暮らすのですよ。それでお医者さんも

何も居ないし、自分で治療する、それで修行して行かなければいけないという

厳しい状態です。それで正式に勉強したというのは、まあ因縁によるのだけれ

ども、そういう先生に出会った場合には、やっぱり殆ど皆、長生きしています。

お坊さんはお金が無いし、お医者さんに行くお金も無いし。 

まあ今、日本ではそういう保険とかあるのだろうけれども、そういう事で人

を助けなければいけない身分にあるから、人からお布施を頂くからです。それ

で人の為にやっぱりお坊さん達は尽くしていますからね。そういう韓国、スリ

ランカ、ミャンマーでもどこでも同じようにしています。 

やはり、そういう修行僧たちは健康体なのですよ。それで病気の人でも治っ

てしまう。ただ因縁があります。因縁があるから、それでやっぱり修行した何

したって病気になれば、ハテナという。 
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一乗寺とメイプルツリー 

 

 

過去の因縁を観る事で消えてしまった病気                  

結局、凄く修行をしたお坊さんの事を話したけれども。「おかしいなあ？じゃ

あ、あなた因縁によるのではないの？」って。それで因縁を調べさせて行って、

16 代前の時の事が原因でその病気になっているというという事が分かって、本

当はもうこの比丘尼さんは余命 3 ヶ月しかないと。 

3 つの病院からもう手が付けられないと。私が行って、過去世を調べさせて、

それだけの力がある方ですからね。「15 代それ以上は観えません」と「じゃあな

ぜ観えないの？」と「観る気がしない」と「いや、そこを観なさい」と言って。

そこが原因だったわけです。それで、そこを観て私がお話して、七日かの間に

秘法を施しました。その後 6 カ月後にお弟子さんから「先生が、まあ 6 ヶ月な

って病気が完全に消えました」と連絡してきました。 

 

【参加者】 

 凄い！本人が観たくないという意識なのですか？ 

 

【水源師】 

 そう因縁だから観たくないと。そこを観なさいと言って。これが結局 3 つの

病院の先生方が「もう、あと余命 3 ヶ月」と。それであっち切ったりこっち切

ったりしているわけです。大先生の印幻先生が「おかしいね～、不思議な病気
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があるものだ」とか言っていたけれども。 

比丘尼の方は過去を観る力を持っているから、やっぱりこういう人に出会っ

てこの人を延命しなければ、そのまま送ってしまえば、やはりこの地域の大損

失になるから、秘法を使いましたが、本人は半信半疑でした。それでその後ま

だ生きて活躍しているみたいです。 

一般の人にもお話したと思うけれども。ヤンゴン一番のフランス系病院で、

もう親族一同集まっていて、いつ死ぬか分からないという所に呼ばれて行って、

それでどんな治療法でも暴れまくって、薬も受け付けないと。心がね、頭に上

がっていたのですよ。 

 

【参加者】 

 心が頭に？ 

 

【参加者】 

よく頭に来ると言いますね。 

 

【水源師】 

うんうん、頭に心が上がって。確りと修行していれば観えるからね。それを

スーッと降ろしてやったら静まって。それで四、五年して「あの人どうしてい

ますか～？」と言ったら「今は元気に生きている」と。 

でも、お医者さんは「余命無し」と。「もう現代医学では手を付けられない」

と。まあそれもそうでしょうね。その不可思議な時空はそういう修行をした人

は観えるけれども、たまたま因縁でそういう所に出会ってそうしただけであっ

て。まあ、私がその因縁で呼ばれて行かなければ、まあ、そのまま天翔。お母

さんもそのまま逝っちゃったのですよ。お母さんは、もうそれを観てショック

を受けてもう死ぬ状態だったのです。 

 

 

良い環境、良い食べ物、正しい精神修養をしていれば病気にならない     

だからさっき言った病気はどうして起こるのでしょうねと。やっぱり環境が

良くて、良い物をちゃんと食べて、良い物というのは新鮮な食べ物ね。今、日

本はケミカルをいっぱい使用しているから、ちょっとどういう事なのか分から

ない。 

私が住んでいるビルカバンバではもう住むだけで、私は健康になって行くわ

けです。それで一切の病気は無いのだけれども、カナダに帰って来たら食糧は

良いはずなのに口内炎起こすのですよ。それでビタミン B 飲んでね、スーッと
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抑えるけれども、じゃなければ蜂蜜飲んで。 

カナダは広大で、豊かな国でもう文化が発達して楽だけれども、その見た目

も良いのだけれども、それがどうだか分からないですよ。だからやっぱり食べ

る物と、それから環境が良くて、後は正しい精神修養をしていれば病気にはな

らないはず、病気になっても治るはず。 

だってインドのあの無茶苦茶暑いところでヨギが裸ですよ、泥にまみれてち

ゃんと生きているのだから。逆に、あれお世話して貰って、これだけお世話し

てもらったら、病気にならないものでもなると思う。特に私達は車を使ってい

るでしょう？それで素晴らしいと思うでしょう？いや、私はこの車の専門だか

ら、中身は全て毒なのですよ、毒で出来ているのです。何もかも毒で出来てい

る。匂いが良いし、そう簡単に死なないからと思うけれども。 

毒の塊でこうずーっとやっていたら病気にならないわけがない。それで足も

使わないし何も使わないでしょう？だって日本で電車だって、あれは毒の中で

乗っているだけなの、毒の塊です。 

 

【参加者】 

病気にならないわけがないですね。東京に居たら。居るだけで。 

 

【水源師】 

ウーン、という産業界で又成り立つわけなのです。これはやっぱり、そうい

う事を考えれば、こういう風に休む事が必要です。休暇がいっぱいあって。 

私は若い時からもう 1 年目ですぐ、丸二週間、２年目から三週間、それで 5，

6年すれば四週間か、それで五週間、六週間休めるでしょう？プラス必ず祝祭日

休日、それにプラス ウィークエンド二日休むでしょう？それでも時間が足り

ないのですよ。 

 

【参加者】 

休み過ぎじゃないですか？ 

 

【参加者】 

最高ですよ、そういうのは。日本では考えられない。 

 

【水源師】 

好きな時期に自分に合わせて休みが取れるから、異国生活になじみます。 
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【参加者】 

だからカナダから旅行者が多いのですよね。 

 

【参加者】 

ああ、なるほど。 

 

【参加者】 

あちこち行っている 

 

【水源師】 

はっきり言って、経済的にはうんと貧乏な国でこれがやれるということです

ね。 

 

【参加者】 

税金が高いし。 

 

【水源師】 

頭の良い日本の社会で、これが出来ないというのは、させないのか狂ってい

るのか。 

 

【参加者】 

両方ですね。 

 

【水源師】 

両方（笑い）。という中で、ただ一つ救われるのは、やっぱりそういう中で私

のこのささやかな会でも修行をしっかりされている人達は一人も病気にならな

いでしょう？ 

こう十何年も見ていても、段々良くなって行くくらいで。という非常に簡単

な事だけれども、やっぱり見ていれば、一番したくないのは瞑想なのだね。 

 

【参加者】 

そう、確かに。 
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スポーツも山登りも精神的な訓練としてやらなければ健康体にならない                    

【水源師】 

身体には良いし、全て良いのだけれども良薬は口に苦し、と言う様にしたく

ないわけですね。ゴロっと寝て何もしないのが一番いいのだけれども。それは

病気になる原因だからやっぱりお釈迦様は凄いと思うね～。80 歳になっても旅

をして、毎日旅をして、法話をしながら。いやー私は 70超えればどこへも行き

たくないし、あちこちガクガクきているのに、あの 2600年前、車も何も無いも

ない所で、テクテク歩きながら。 

今、文明社会では 80 歳になってテクテク歩くという人もまずいないし、もう

車椅子か手押し車か動けないといのが現状で。動ける人もいるけれども、まず

よほど健康体に気を付けて、スポーツと言ってもやっぱり遊ぶスポーツをやっ

ている人は身体だめでしょ？真剣にスポーツの中で心を磨いて行く人たちはや

っぱり健康ですっきりとして、例えば水泳にしろ、山登りにしろ、何か精神的

にスポーツをしている人とただ遊んでするのとは違うと思いますよ。 

 

【参加者】 

足は丈夫になるかもしれないけれども、病気の発生を抑えるわけではないで

すよね？やっぱり精神的な面を訓練しなければ、、、。 

 

【水源師】 

そう。やっぱり高い山に登るには精神力がなければ登れないわけですよ。こ

れは有名な話しだけれども、秋田の方でもうあと余命 6ヶ月しか無いと、癌で。

絶対に治せないと。その人は山登りが大好きで奥さんにお願いして「ヒマラヤ

に連れて行って下さい」と。「死ぬ前にどうしてももう一回登りたい」と。それ

で 6000m 級かな、そこまで 5000m か 6000m 級か登って行ったわけ。というのは

若い時から山を登る訓練をしているから行けるけれども、年をとって 70 か 60

だったら登れないと思いますよ。 

 

【参加者】 

いきなりは無理ですね。 

 

 

難病を食べ物と断食で治してしまう病院                   

【水源師】 

 私は何か知らないけれども、あっちの山こっちの山あっちの山こっちの山、
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行きたくなくても登らされたから、いざとなれば遅いけれども亀みたいにゆっ

くりゆっくり登って行く。なんとかかんとか登って行っていきます。 

なんと、その人が降りて来たら病気が消えたのだって。そうなれば、「いや、

山の神様から治してもらった」と。それもそうだろうけれども、その人が行き

たいと言って登って行く精神力によって、多分空気が少ないし、それで身体の

中の癌とかそういうのを全部食いちぎってしまったと。絶食状態になって。そ

れが全部洗い流してそれで降りてきたら消えたと。 

という事は、前にお話したけれども、結局、世界には難病で絶対に治らない

病気は食べ物と絶食によって治すという病院があるのです。10 日目から体の中

の癌を全部食いちぎって行くみたい。食べる物が無いから。そういう余分な物

を自分で食べてしまうみたい。その脂肪とかそういう事で。 

そういうお医者さんとかは良く知っているから、下手をすれば殺してしまう

からね。上手にね。それで終わったら、全部身体から消えて今度は徐々に治し

ていくと。という、そういう病院も日本に一つか二つあると聞いたけれどもは

っきり分からない。 

 

【参加者】 

あるみたいですね。 

 

【水源師】 

そういう現象だと思う。だからその人は、結局、死ぬ前に自分がどうしても

山に登りたいと、それを観て死にたいという、それで登って行って帰って来た

ら消えたわけ。という風に若い時に山登りを訓練しているわけですね。 

だから今度、年を取って突然山に登って病気を治したいってそれはちょっと

難しいと思う。だってその山に登る醍醐味とか味を知らないでしょう？ 

食べ物でもね、何回も食べて味わいが分かるけれども、突然これが美味しい

よと言って寿司を食べても、白人に食べさせればもう、手も付けないでこんな

物食べられるかと言って食べないから。 

やっぱり、スポーツも一緒で、やって行くうちに神秘的な身体と心の作用で

そういう世界が観えるから、そういう人達は結局、病気にもならずに高齢にな

っていくのでしょうね。 

 

 

苦に向かって行けば苦が苦でなくなる                     

相撲界の事を言えば大変失礼になるかも話になるか分からないけれども、モ

ンゴルの方はね、意外と故障起こさないのですよ、身体。それで私がモンゴル
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に行ってみれば、あの厳しい中では、精神力がなければ死んでしまうから。 

 

【参加者】 

大自然、厳しい自然。 

 

【水源師】 

厳しい自然とプラス体力、日本の場合は、昔はその栃の海と若乃花と言って

一世を風靡して「おー！」って、若乃花は青森県出身で石炭の貨車を一人で動

かして、身体は小さいけれども。それで相撲界に行って。私は小さい時に見た

けれども。まあ、栃ノ海と若乃花が横綱って見ていたら凄いですね、その気力

「うわー！」っと。その子供の代になって、今あんまり良くない（笑）。身体が

良いから、その遺伝子でなったのだろうけれども。 

やっぱり精神力を鍛えなければ。苦しさがなければ。だから皆、苦しいのは

嫌だから逃げるのだけれども、その苦に向かって行けば苦が苦でなくなってし

まう。 

 

【参加者】 

白鵬も断食するそうです。 

 

 

チベット仏教のダライラマ                          

【水源師】 

モンゴルに行ったけれども、非常に仏教に帰依しているね。チベット仏教。

というのは、たしか 4 代目のダライラマ法王はモンゴルの王子様だったのです

よ。それでラサに行けばモンゴル・エリアがあってそこはモンゴルのお坊さん

専用の場所なのです。と言っても廊下みたいなものですよ。 

それでその土地、土地の所によってダライラマを出した場合には、そのエリ

アを貰えるみたい。だからアンドウでは沢山、アンドウ・チベットという非常

に有名で、非常に盗みも間違いもしないという。非常に功徳な地方の人たちな

ので、ラサのお城の良い所を沢山貰っています。 

沢山出せば沢山貰えるわけです。当然何代も続いて。6代目は女の人が大好き

で歌ばっかり歌って恋ばっかりしたから、その人のお墓も何もないわけです。 

 

【参加者】 

遊び過ぎた（笑）。 
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【参加者】 

そういう方でも、ダライラマになる時はなるのですか？ 

 

【水源師】 

心はそういう風に、どんどん進化するわけではないわけよ。因縁によって。

だからお釈迦様でさえ、お猿さんに成ったり、ゾウさんに成ったり。人間の功

徳な姿だけではないわけです。 

そこを私達はとり違えて、人間だけが素晴らしいとか、それで又天界に生ま

れて王様になってとか。色んなジャータカ物語で過去世の話を聞けば、話が合

って行くわけです。（中国の無徳菩薩は お犬さまです。般若波羅蜜経典の無智

やく無得の行法を修行しているのだと思います。） 

全て、もう、何時でも何時でも良い事している聖者、聖者、聖者、聖者という

事は、宇宙的には在り得ないわけです。これは嘘の宗教なわけです。ところが、

「神は絶対に間違い無い！」と、神、神、神と続いて行っても、戦争はするし、

病に倒れる、病の子供が生まれるし、おかしいという事、おかしいでしょう？ 

私達は狂っていますと。でも狂っていないと。「私達は正常だ」と言うから完

全に狂っているわけです。だから金剛般若波羅蜜経で狂っていると、狂ってい

るのだけれども、「狂ってない」という事は完全に狂っているという事をお話し

たでしょう？     （お釈迦様はこの世は、痴の世ですと言っています。） 

 

正しいニュースを出せばこれは間違いだとメディアで言って、ところが実は

これが正しい事だったと。 

 

【参加者】 

最近出した法話集で。 

 

【参加者】 

うん、そうですね。 

 

 

修行は方向だけを教えてもらえば、後は自分で歩んで行かなければならない 

【水源師】 

という事をちゃんと明快にお釈迦様が言っておられますのが、それが今の現

状なわけ。世界中のメディアは、もう、全て分かって正しい正しいって言って

いるでしょう？それが、我全部嘘だと（フェイク ニュース） 。それが一般
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社会では正しい真実の事なのです。 

だから、修行は自分でするものだし、印幻先生も方向だけ教えてくれたけれ

ども、後は自分で歩かなければいけない。何故かと言えば、この湖のカナディ

アングースあるでしょう？子供にいっぱい教えています。でも飛んで南へ行く

方向に付いて行かなければ、たどり着けないのだから。 

だから偉大な先生達は、行った道をちゃんと「ここだよ」と示してくれるか

ら、後は、こう修行して力付けて、飛ぶのは自分で行かなければ。 

親鳥でも子供の雛とか若い鳥を背中に背負って、南には飛んで行けないので

すよ。それが 5 匹 6 匹になれば増々飛べない、そこ。だから、やっぱり自然の

通りで。こうして私達も学校で訓練して、鳥さんも学校があるわけです。ライ

オンもちゃんと学校があって、獲物の取り方を教えるけれども、勉強しないで

獲物を取るのが下手なライオンは餓死で死んで行くわけですよ。 

 

【参加者】 

厳しいけれど仕方ないですね。 

 

【水源師】 

それで、そこで優秀な子孫が出来て生き延びるわけ。だって野生の鹿さんで

も牛さんでも死にたくないもの。強くなればこっちも一生懸命逃げるし、その

精神的な力が出て来るのでしょうね、自然界では。必ず右があれば左という風

な、ちょうど調和を取って。 

 

カナダディアングース 
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基本的には自分の精神性をいかに正しく精進していくかという事            

という中で良く観れば、やっぱりさっき言った最初の回答は、基本的には自

分の精神性を如何に正しく精進して行くかという事以外は無いのではないかな

と。でも人間と言うのは勉強もしたくないし、修行もしたくないし、朝から晩

までゴロッと寝て、食べるのが夢だけれども、それだったらすぐコロっと死ん

でしまう。すぐコロッと死んでしまう、本当に病気だらけで死んでしまう。 

 

 

【参加者】 

精神的な修養が無くて、ダラダラしたらもう。 

 

【水源師】 

すぐ死んでしまう。身体が反応してね。「あ、これはダメだ」と言って、今度 

朝歩いたり、それから精神修養したり。だから私も前は時間が無いからもうだ

らけて仕方なくて。今はちょっと時間があるから朝 1 時間、夜 1 時間歩けば身

体が調子良く変わってしまう。年取って行けばね足の筋肉が非常に弱るのです

よ、だから非常に座りづらいけれども、若い時に座っていたから、なんとかし

て我慢して座って行けば痛みが取れて行くわけです。だから毎日座っていれば

問題ないけれども、私みたいに旅から旅に行けば座れない時の時間が多いし、

今みたいにあっちこっち行って、それで又体調を戻すために朝 1 時間夜 1 時間

歩いて、内臓を強くするわけですね。 

身体全体が心臓なのですよ、手首とか足から、隅々まで血を回すから、結局

食事も美味しく取れるし、美味しいと言っても、沢山食べないで少しで十分な

栄養に摂って、全部消化してしまうという風に。結局、観ていたら怠ければ病

気になりやすい。ところが怠けたくないけれども、社会的に朝から晩まで働か

されればね、何もしたくない。 

 

【参加者】 

日本、そうだと思いますよ。 

 

【水源師】 

だから病気になってくれという事。 

 

【参加者】 

可哀そうですね。 
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【水源師】 

ただ私の場合はカナダだから週 2 回休みだからね、休みの時は一日絶食する

のですよ、断食。それで綺麗に内部のごみを整理して、そうしなければ身体が

やられてしまうから。特に若い体だからね。 

それで 2 日続けて食べて、二日休めば必ず病気になって、ぶくぶく太って、

という事を防ぐために自動的に調整して行って。それで 1 日 2 食にしていたの

ですよ。朝と 12時の昼食で夜は食べないと。 

という、若い時から今みたいな生活をしていたわけです。だから体重も減り

もしないし、増えもしないで全て一定だった。年取ってこうだらけたら、なん

かぶくぶく太り始めて。まあそういう事で大体どうでしょう？ 

 

【参加者】 

ありがとうございました。 

 

【参加者】 

座禅も体作りも、ちゃんとこう出来上がってきたのですね。基礎を均して来

たのですね。土台というか。自然と。 
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自分がお医者さん、自分で身体に聞く                        

【水源師】 

というよりは体の調子がおかしいからやっぱりストップさせるでしょう？そ

れでお坊さんみたいに 1 日 2 食にして午前中で食事をお終り、それでお腹の調

子が良いわけですよ。身体が楽なわけです。 

 

【参加者】 

じゃあ、自分の身体に正直に聞いた方が良いですね？ 

 

【水源師】 

そうそう。自分の身体に聞いて生活して。やっぱりお酒も飲みたいけれども、

飲めばお金はかかるし、後に体にくるから。やっぱり、1週間に 1 回疲れた時ち

ょっと楽しんで飲むとかそういう事だね。 
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ただし、ストレスの強い職場に行った時には、ワインをコップの 4 分の１く

らいは毎日飲んで、それでコップの 4 分の１だから、酔いもしないし、身体の

消化と綺麗に解毒してくれました。 

という風に、何か自分の身体に聞いて生活していたから。というのは楽な生

活をしたいからね。身体が病気だったら何を食べても美味しくも無いし苦しい

でしょう？ 

だから、名医は自分がお医者さんだと。お医者さんが言っています。だから

自分の身体に聞いて、自分の身体に聞けば自分の身体が一番の大先生という事

の確認ですね。 

 

 

良いバイブレーションによって自然に整って行く               

やっぱり、そういうギリシャのお医者の神様という名前、あるでしょう？杖

に蛇が 2つ。病院の。その方、名前ちょっと忘れたけれども。 

 

【参加者】 

アスクレピオス。 

 

 

 

【水源師】 

ああそうですか。ありがとうございます。 

 

【参加者】 

蛇のアスクレピオスの杖と言いますね。 

 

【水源師】 

蛇がくるくるっと回っているのは、あれは DNA の事で、又蛇は殻をはいで再

生するでしょう？だから人間もどんどん再生すると。輪廻転生の事。ちゃんと

そこの中にあるわけなのですね。 
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杖はやっぱり法というかダンマというか、杖しっかりという。それがタサと

いうか、道。タオというか。 

それを見極めるのが、人生の最終になって行くわけですね。科学にしろ、宗

教にしろ。ありとあらゆる事がそこに繋がって。音楽にしろ。だから音楽の旋

律は DNA のバイブレーションと一緒なのですね。 

 

【参加者】 

凄いですね。 

 

【水源師】 

経済のバイブレーションはずっと下の方で全然違うわけ、経済の変化がある

けれども。不思議な事に音楽のバイブレーションの曲線は、人間の生命体の DNA

のバイブレーションと一緒。 

だから、私達が素晴らしい音楽を聴けば高揚するけれども、逆に若い時は勢

いが良い音楽が好きだから、それに慣れてしまえばそれに当てはまって生命体

がジグザグになって綺麗な曲線にならなくて、あまり上手くない。 

というデータも出ているのだけれども、発表しないわけです。だからこの自

然界は全てこのバイブレーション、この周波数があって、バイブレーションと

こう曲線がね。それに合えば調和するけれども。 

合わなければ、不調和と言って、社会も一緒だと思う。人間社会は人間の DNA

のバイブレーションがあるでしょう？音楽の旋律みたいに調和が取れれば良い

けれども、あっちでどかどかドーンとやればガーンボカボカと言うのが、今の

調和が狂った、良い音楽を奏でない人間社会だから。もう皆おかしくなってし

まう。 

今でも思い出すけれども、今から何十年前かチベットを旅行した時は、自然

の旋律とお経を唱えているようなそういう事が、それがピッタリと合って、車

に乗っても何をするかと言えばお経を出して読んでいるわけね。 

こうして、おばあちゃんがしていました。という、そういう本当の旋律で生

きているから、まあテレビとかそういうものは見ないわけです。ミャンマーで

も一緒で、お経を聞いて唱えるのが最高の楽しみだと。 

だから今日も、お経を聞いていたけれども、やっぱり良いバイブレーション

出していましたね。という風に生きて行けば自然に病気が治るわけです。 

 

【参加者】 

何かこう、周りに。目に見えないのだけれども一緒に合掌というか読経して

いる気がしましたね。 
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宗教では恥の無い修行は進化しない                             

【水源師】 

いっぱい来ていましたよ。天界からワーッと来てここに。いっぱい来ていま

した。でも、こういう話をすれば、「目に見えない物が観える。おかしい」と。 

ところが、この世の中はもう目に観えないものばっかり。電波にしろ、電磁

波にしろ、それで今は CCカメラと言ってね、幽霊が映るからね。幽霊が本当に

映ってしまう。見えないものが見える。 

だから、私達は相当狂っているわけです。自分が見えないから在り得ないと。

という事を平気言ってしまうわけです。それも科学者とか宗教人がそれを言え

ばもうお終いだね。 

というのは、結局 20 年前はね、この太陽系以外には、惑星は無と。あるのは

ここ地球の太陽系惑星だけと。MIT（Massachusetts Institute of Technology米マサ

チューセッツ工科大学）大教授から全ての天文学者様たちが言っていました。 

ところが、今はもう、銀河系以上の惑星が全部あるとなっている。その時は

惑星があると言えば、○○○大〇キチと言って相手にされないわけです。とい

うくらい狂っていたという事の反省が無いわけです。反省が無い、ゼロ。恥も

何もないわけです。社会全体を化かしていた事への恥も無いし、平気でそのま

ま高級給金を受け取って居る訳ですね。恥が無いのですよ、全然。恥ずかしい

と思わないわけです。そう信じて「あ、そうなんだ」という。狂っているから

恥も無い、完全に狂っているから恥と言うのは無いわけです。一昔前では人間

失格と言われます。宗教では恥の無い修行は進化しないわけです。失敗して恥

ずかしいと思うから進化する。 

 

【参加者】 

恥ずかしいと思うという事はやっぱり大切なポイント？ 

 

【水源師】 

大切です。特に今のメディアは、もうゴミ箱の隅を突くみたいに、芸能人を

聖人君主みたいに、そういう事をする事自体が恥ずかしいという事を知らない

わけです。彼らは芸能人なのですよ。そういう最先端にある芸術家達なわけで

すよ。漫才にしろ、何にしろ。だから普通の人間ではなく、芸という芸能界、

芸術の世界に生きているのだから、それを一般社会の規制に合わせればそれは、

社会がそういうメディアも政治家も皆おかしいわけです。政治家がそれをして

たら叩いても良いけれども社会の模範だから。 

ところが、政治家はもっと、それ以上に陰に隠れて何しているか分からない。
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それを突かないでこんな事ばかりしていますよ。税金泥棒してさっき出たよう

に、水道権を売り渡すと。外国企業に。命を取るという事。 

だから私達の社会は本当に狂っているわけです。狂っている中でも、その狂

いから離れたいという人は本当に極少数。今の日本の社会では殆どの人はそれ

から逃げています。 

ところが、ミャンマーに行けば全く皆逆なのですよ。貧乏だけれども一生懸

命殆どの人ね、殆ど人は心から本当のダンマで生きたいと。チベットもそうな

のですよ。 

 

【参加者】 

国自体がそういう体制ってすごい事ですよね。 

  

 

ミャンマーの僧院 

 

 

 

頭が麻薬詰めになっている日本 ブータンの正しい生き方                       

【水源師】 

というのは日本も明治までやって来たその余力で貯金があったから、今まで

来たけれども、今、貯金を使い果たしたような感じになってしまって。私が小

さい時は、もう戦争の悲惨さで大変な事を絶対に起こさないと。今は戦争をし
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ようという。それでも皆、黙っている。もう完全に狂ってしまっている国家体

制。崩壊寸前。もう皆、麻薬飲まされてね、頭がもう麻薬詰めになっている感

じです。 

 

【参加者】 

本当にそうですね。 

 

【水源師】 

だから、それを取り上げたら禁断症状起こすから、増々やる。だから、如何

に貧乏でも、結局ネパールの隣の国の幸せ、ブータンの生き方がやっぱり正し

いと思いますよ。ブータンの王様は妃が 2 人です、伝統的に中国では妃が 2 人

なのですよ。そのしきたりで 2 人もらう。ところが日本で、それ天皇が后 2 人

となればどうなる？ 

 

【参加者】 

皆が真似てしまうのですかね？ 

 

【水源師】 

というのは、昔は側室と言ってね。子供を産まなければ、もうお家断絶だか

ら、そんな事言っていられなかった。そうでしょう？「お、子供無い、お前」

給料か何か給料出さないとなればどうする？そこに勤めている大きい殿様とか

大名にならなくても、家老とか。そうなれば付き人がいっぱいいるでしょう？

それに繋がっている人もいるでしょう？だから千両箱を 1 つか 2 つ取らなけれ

ばやっていけないから。子供を作らなければもう断絶だから。そうしたら、皆

全部付いて来て、会社が倒産するのと一緒だから。という事があるわけなので

すよ。 

そこで馬鹿な殿様の子孫を出せばもう絶滅だから。側室だろうが何だろうが

一番良い強い子でなければ国を潰すから。その家が全滅するから、やっぱり必

死でしょう？だから、如何に賢くて立派な女性で間違いないと。それも間違い

であんまり良いのが出来ないないとなってくるわけです。 

失礼な言い方をすれば、大正天皇というお話があるけれども。まあ公然の事

で。私だけが言うのではなく。それで昭和天皇の時は厳しく教育させて。何か

色んな話があるけれども。 

大正天皇ではなく、もう一人の素晴らしいお子さんがいたのだけれども、そ

れは側室の方だから、その人が日本の国を助ける為に非常に活躍したみたいで

すよ。だから優秀な子孫を出すか出さないかによって、その家系、国が伸びる
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か崩壊するとかそういうとこで。 

それで今サウジアラビアでも 5万人の王子様がいるのですよ、5 万人。5万人

王子。 

 

【参加者】 

長とかそういう立場になればもう王子様という事ですか？ 

 

【水源師】 

違う、違う。結局、今の王様の兄弟とか、その親族の 5万人。 

 

【参加者】 

奥さんがいっぱい、イスラム教でしょう？ 

 

【水源師】 

国がもうやって行けないから、税金とかそういう給料も減らして出さないと。

お金無いもの。もう 5 万人一人一人にお城作らせる人力もいないし。 

だから今、インドでも非常に問題になっているのは、イスラムの人が 50人の

奥さんで子供が 1050人、という事は子供を社会的に学校教育とか誰がお金を払

うのですか？ 

その人が払えれば良いけれども、大事業家でもやって行けないのに。ここが

大問題で、社会的問題だと思う。宗教的というよりも。 

というのは、イスラムの中でもその人は子孫が一杯で、他の人は子供が一人

もなく、一生苦しく働かなければいけないという非常な矛盾があると思います。

自然界的にも。 

大体、大金持ちを見れば、「実際に私の兄弟は 50 人です」と言っている。「へ

～！」と。でも、結婚しないイスラムの人もいっぱいいるわけです。だから金

持ちは絶対的なもの。という神から召されて良い事をした人だという。子供が

沢山。だから増々作って行くと。 

でも、結果的にはアフガニスタンとかトルコとかそういう所に行ってみたけ

れども、過去の文明が合ってそこまで行けるけれども。じゃなければ低開発国

の場合は逆に国が伸びない、いくら優秀な人であっても。間違った、その自然

界との調和が外れた社会になってしまうからです。 

幾ら、そのプロパガンダで全て良いと言っても、やっぱり何もない、何も。

それに比べれば新宿とか東京を見れば、もう天国みたいなもので、美しい大都

会。何から何まであるし、もう夢のような国。 

という貯金を今、無尽蔵に使っているわけです。それでツケはあなた達に来
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るわけ。これがね、どんどん悪化しているわけです。良くなるどころか増々悪

くなる。 

じゃあ、もう政府自体も「あなたはあなた方の年金でやりなさい」と。2000

万なければだめ。そんなばかな！となるじゃないですか？いや、あれは間違い。

そう言っておかないと。実際お金無いのです、使い果たして。じゃあ今度は死

ぬまで働いてくれと（80歳からの年金制度改革）。「いやあ、働くのは良い」と。 

 

【参加者】 

本当にそういう風潮ですね。 

 

【参加者】 

本当にそうですよ。搾り取って 

 

【水源師】 

 70,80 はまだ若いと。私は 70 超えたらもう身体を動かしたくない。何処にも

行きたくない。 

 

【参加者】 

働いて死んでください。 

 

【水源師】 

そうそう。 

 

【参加者】 

皆働いていますものね。 

遊んでいるような人は滅多にいないですよね。70 いくつで 

 

【参加者】 

 本当にそれが良い事だと思って本当に働いている人もいますよね。そういう

風に他の選択肢が無い。本当に例えば畑で何かを作っているとかね。そういう

のはとても良いと思うのですけれども、そうではなくて、できるだけ長く働く

事が素晴らしいみたいに思っている人もやっぱりいます。 
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人間は本来自由に生きるべき生命体でそれによって精神が発達する              

【参加者】 

 最近は「ポツンと一軒家」というテレビ番組が流行っているのです。日本で。

皆、それを見て、山奥で誰も周りにいない所で自給自足している人を探して、

どんな生活をしているかというのを紹介する番組があって。やっぱり、皆そう

いうものを求めているのですよね。 

 

【水源師】 

 やっぱり自由。そりゃあ、それは苦しいよ。大根 200 本まず作るでしょ？そ

の干し大根 1 日一本食べれば良いから。それで又は南米ではトウモロコシ 300

本作れば 1 日一本食べれば十分。それで山で暮らしているよ。都会は嫌だと。

税金とか色んな嫌なことから、山ではただそういうトウモロコシが出来るのを

待って、ジャガイモは入ってくるから。人間は自由に生きたいわけです。 

 

【参加者】 

凄い山の所で。ある所までは車で行けるのだけれども、物凄いこう綱渡りで

行って、そうしたらやっと茶畑が観えて 70.80 のおばあちゃんが茶摘みをして、

とても品質の良いお茶を作っているというのを見ました。違う番組かもしれな

いけれども。 

 

 

スリランカの農夫と水源師 
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【水源師】 

まあまあ。そういうふうにやっぱり人間はね、本来自由に生きるべき生命体

でそれによって精神が発達して、それによって情緒が発達して、それで愛とか

カルーナが出来て行くけれども。 

こういう、ここまで機械化させれば、もう奴隷以下の生活でしょう？何故か

と言えば、奴隷は主人が食べさせなければいけないのですよ。それで一人奴隷

が死ねば大変な損失だから、そんなに滅茶苦茶に使わないわけです。ちゃんと

大切に。 

ところが、これはね、奴隷以下というのは、働かせて食うか食わないか、食

べるか食べないか、そういう風に徹底的に働かせて、働かなければ食べて行け

ないから、70 でも働かなければいけない。 

 

 

政治の問題、精神界の無い狂った世の中                           

やっぱり、政治家達が忠告されても聞かないし。自分だけが良ければ良いと。

人が首を絞められて死んでも、私には関係ないという。正しい生き方という事

をやらなかったから、ツケが来て。自分だけよければ良い、人がもう泣き寝入

りすれば、あれはバカだからとなっている。 

そういう社会はダメです。正しい事をするのを助ける事によって社会が豊か

になって、自由になって行くけれども。そうでなければ増々癌が増えて行くよ

うに、国も肉体も一緒だからね、病気となります。国自体が病気になっている

わけ今、癌が蔓延して。 

それを治せば良いけれども、治さないわけ。治療をして、ちゃんとやれば増々

健康体になって皆、仲良く行くのを、増々癌が広まって全部もう毒になってし

まって。良い若者も毒になってしまって。大学出て、タイに行って詐欺を働い

て。有り得ない話。それで大学生は何故かと言えば、大学を卒業して働く所が

無いから、振り込め詐欺の受子かで何か詐欺の仲間に入てとか。もう完全に毒

されてしまって。結果的には本人がそのツケも払わされるし、それを逃げ切っ

ても、心で、やられた人の怨念があるし。 

その最たる例が、今日本で 34 人死んだ京都アニメーション、その火を付けた

人が「パクられた、パクられた」と言って喚いていたと。結局、著作権をアニ

メの社長が取ったみたい。それでお金を払わなかったと。借金に追われてとい

う、それでもう自分も死ぬくらい苦しいから、どうせ火をつけてガソリンをか

けて火を付けたけれども、ガソリンだから自分にも飛び交って全部燃えて、そ
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の社長はいち早く背広を脱いで逃げて助かったという話ですよ。 

だから、そこまでおかしくしてしまうという政治の問題があるという事。ま

あその前に待ったをかける精神界が無いという事。道徳教育、道徳教育と言っ

たけれども、もう、やりたいほうだいじゃない？上は。 

搾取して払うべきものを払わない、当然著作権を払わなければいけないのに、

知らぬ、存ぜぬ、で懐にお金を入れて悠然と暮らして会社を大きくして行くと。

そうすればそれを作った、その売れに売れているその会社、その人の名前使っ

て懐を肥やしていると。 

彼は泥棒に合ったみたいなもので、それは悔しいと思うのではないの？結果

的には大量殺人になってしまって。本人と社長だけの事が、こういう事になっ

てしまって。という事をまた報道しないのです。 

情報を見て見ればそんな話。だからこのまま突っ走るのか最後の最後まで？

全部日本中が焼けるまでやってしまうのか？皆、ここで辞めましょうというの

か？どうも辞めましょうという気配ないね。 

 

【参加者】 

無いですね。 

 

【水源師】 

あ～日本は神の国と政治家たちは喧伝しますが、これが神の国？これが神の

国ですか？もう毎日のようにあっちで殺され、こっちで刺された、警官が盗み

したとか何をしたとか。社長が何か盗み取りしたとか、もうこれ自体が政治家

がね、本当の政治家が危機感を感じて、何とかしなければ行けないと。という

風な危機感がゼロで何とかなるようじゃないよ、今や、最早。 

 

【参加者】 

一番大切な精神的なもののベースが無いですからね。 

 

【水源師】 

 いや、昔は武士道とか言って、こんな事をすれば恥ずかしいから絶対にしな

いのです。女の子に声をかける事も恥ずかしいと。あれはおかしいと。今はそ

れどころか、今は良いとなってしまっている。 

 

【参加者】 

 こっち（カナダ）の人でもしないよね、盗撮。 
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【水源師】 

しない。完全に狂っている。海水浴場に行けばいいじゃない。ちゃんと全部

見える。何故それを？それが、ね～。海水浴場に行けば皆、海水パンツでしょ

う。社会全体が何か狂っている事じゃないの？ 

 

【参加者】 

性癖が完全に狂った所に行っている。 

 

 

自然界では男性男女が愛し合うという神秘的で崇高な事                        

【水源師】 

結局、情緒の欠陥で。自然界では男女が愛し合うという事は、宇宙の奇跡で、

大切な事なわけです。それでもう、神秘的であるのを逆にそれをおかしくしま

した。完全に間違った考え方が世の中に入って来ているわけです。それを神秘

的で崇高な物だという事も教えない。変な歪んだ事ばかり教えて。また、それ

が崇高であるという事を教える本当の法を持った、精神界の人もいないし。 

何故、崇高かという事をトクトクと言う人が一人もいないし。私がまたそれ

を言えば、そっちの方の名前がグワーッと上がって、「水源先生はこんな事言っ

ていた」ともう飛びついてくると思いますよ。 

何故そこまで知っているのか、そりゃあ精神界の中から皆観えるから全部ど

ういう物か全て分かるから。結局、生きるという所の究極の所だからね。自然

の匠の所で、非常に神秘的な世界だから、それを理解する頭も無いし、言う事

も無いし、ただ受け取る皿も無いし、受け皿も無いし。 

 

（天地八陽経、理趣経、チベット仏教の伝説とアジャンター・エローラのカ

イラス石窟寺院、エチオピアのウラ・ラリベラ石窟寺院・イスタンブールのソ

フィア大寺院を法随観で照見した崇高なタサの超真理・陰・陽の大世界。これ

を司るのが、三位一体のビシュヌ・ブラマ・シバ。キリスト教の三位一体はこ

れより始まり、白色三角を神様とあらわします。仏教では仏を白色△で表しま

す。ユダヤ教の神も同じくこれで表します。 ） 

  

だから、精神界で非常に優れた方は話が分かるけれども。まあ、そういう人

達は又そういう事もしないし、避けるし、というのは相手がいないから。それ

だけの崇高な相手がいないから。 

という風に、良いものを本当に悪くしてしまって。悪いものを良いものだと
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いう風な社会になってしまっている。だから今の大問題は、西洋社会の大問題

は、これを否定した事によって、キリスト教の方が今、非常に大きな負が起こ

って若い人が結婚しないのですよ。子供も作らないのですよ。ヨーロッパでね。 

結局、それを否定しておかしいという教育をしてしまったものだから、だか

ら下手に手を付ければこういう結果を生んでしまうわけですね。だから、非常

に重要な大切な所なわけです。 

それで、又イスラムの方はさっき言った様に、今度は子供をどんどん作るわ

けです。これがまた異常なわけ。社会がおかしくなって、社会が殆ど進化出来

ないようになってしまっている。 

だからインドではリンガムと言ってシヴァがその代表になったでしょう？非

常に崇高な世界で。私がインドに旅行をした時、そこの空気はとても澄みやか

な街々でした。 

ところが、今の西洋のそっちの方の考えが段々入って来ておかしなことにな

っているけれども、ヒンズーのカジュラーホー寺院（世界遺産）というお寺が

あるわけ。下の方は小さい 5 つくらいの子供に色々な動物像を見せるわけ、そ

れから上がって次のピラミッドの上段の所を回って次はマーシャルアーツ（武

道）とか。行って上がって行って、今度は 20 歳から 26 歳になれば色んな男女

合体のポーズがあるわけです。 

そこは若い新婚の男女が 21 日間、そこでぐるぐる毎日回って生活させるわけ

です。それが勉強になっているわけ。その上から今度は本当の精神界が始まる

わけです。（チベット仏教のタラの数は 21、ユダヤ教の太古の寺院もまた２１の

数の秘密があります。）。 

だから、結婚というのはそれ位重要なものなのだけれども、そこを潰してし

まっているから、もう最初からブロッキングされて崇高な世界を体験できない

わけです。 

インドの方が「私のお爺ちゃんは数十キロの金塊をシヴァのお寺に寄付して

シヴァの像を作った」と。3 代続いて、非常に清々しい顔をしているわけです。 

だから、そういう所からでしか、お釈迦様は出ないし。また、それだけ崇高

な精神界の所なのです。何万年もそういう風なブラミンと言って山に入って修

行して苦行して、でも、お釈迦様は最終的に「苦行は辞めなさい」と。バラン

スがいると。それでデバダッタが出てきて「いや。苦行、食べない、森の中で

過ごす、木の下で過ごす。それが素晴らしい、乞食して食べる物も無ければそ

れで良い」と。どんどん死んで行って修行も何も出来ないでしょう？それは辞

めなさいとお釈迦様は言われております。だから人間はちょっと狂気的、狂っ

た所があるから。狂いやすいようになっているわけです。 
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【参加者】 

中道ですね。 

 

【水源師】 

そうそう。だから最高の時の DNA がやっぱり 100 年お釈迦様の時代だと。ち

ょうど人間の生命体が 100 それ以下は仏が出ないから、今下がっているから仕

方ないのですよ。ただそう言っても、まだ末法で滅法ではないから。滅法の社

会を見てきたけれども、惨憺たるもの。 

 

【参加者】 

お釈迦様の時代は阿羅漢が沢山出た。 

 

 

生きるという事は本当に宗教の究極的な事                  

【水源師】 

そうです。だからそれだけ心の優れた人がいたし、ちょうど土壌が良いから

花がボンボン咲いて、ヒンズー教の学者のジェイ・ラシキンという方がケンブ

リッジ大学の教授で話しているけれども、「今のヒンズーはヒンズーじゃない」

と。 

「ヒンズーと言うのは困った人を助けなければいけない」と。「金持ちは金を

どんどんばら撒いて全部寄付しなければいけない」と。実際にお釈迦様の話を

聞けば。皆それをやっている。金持ちはどんどん、寄付しなければ天界から怒

られて。それで「あの橋を観なさい」と。「累々と貧乏人が橋の上で乞食をして

寝ている」と。私も見ました、その時今から何十年前かね、お父さんお母さん

供養する為にムンバイに行けば道沿いに何キロも掘っ立て小屋みたいのがあり

ました。今はもう経済力が良くなって減ったと思うけれども。行ってないから

分からないけれども。 

でも、まあ、ムンバイ（ボンベイ）でカーリー様のお寺を探しに行くと言っ

て何故か私は呼ばれて行って、そうしたからまあ親切に教えてくれて、「あ、こ

こですよ、ここですよ」とわざわざ電車まで連れて来て、もう人の良い事。 

ところが平然と騙す人間も一杯。それは何かわからないけれども、だから先

祖様からの貯金があって、またそれを大事に使っているわけですね。それで今

またヒンズーが返り咲いて今のムーディー首相が貧乏人を失くすという事で一

生懸命になっている。 

だから中国の共産党も人類始まって以来、貧困を失するという事で殆ど絶滅
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させているわけ。それで中国では殆ど皆、1 か月の休暇をもらっているわけです。

それで OECD（Organization for Economic Co-operation and Development：経

済協力開発機構）の報告によれば、もはや中国の国民一人当たりの給料は日本よ

り２０％上になっている。という報告も日本にはない。 

日本は大失敗しているわけですよ、今。なぜ大失敗したかと言えば、今の政

権があなた方の金に火をつけて燃やしているわけです。それで「景気が良い景

気が良い、おお寒い、景気が良い」札を燃やして喜んでいる。ああ暖かいと、

株を上げてその事、株というのは実態経済で利益を取ってその恩恵で株が上が

るのであって、逆に火をつけて燃やしていたら返って来ないのですよ。 

じゃあそのお金はどこから出ているか？と。そうれはあなた方の将来の年金。

年金出るわけがないでしょう？という事を私は言えるけれども、日本ではこう

いう事も言えないようにしている。聞くことも出来ない。 

という事は、生きるという事は本当に宗教の究極的な事で、如何に豊かに楽

しく生きるという事は宗教人の最低条件で、民衆を守らなければいけないわけ

です。今回も北京で大討論したけれども、この方は「中国の貧乏人を全部無く

す」と。私は「それだけではすまない」と。「もっと大切な事がある」と。「心

の問題がある」と。「でも、ああいうお寺に行って拝んで、坊主が贅沢して滅茶

苦茶で国が潰れそうになったではないか」と。「そうじゃない」と。「その一番、

良い例がシンガポールを見て下さい」と。「シンガポールは、印光大師が世界一

の都市にしたでしょう」と。「皆、政治家は彼の下で動いてそこまで行ったので

すよ」と。 

まあ頭の良い人だから、じっくり聞いてくれて、今回もこの人達の案内で朝

鮮国に行ったら、その後で、習主席が行って、報告が行って重要人物なのです

よ。重要人物は政府の大臣ではないのですよ。この人達なのです。大臣はその

人たちの意見を聞いて実行するだけです。 
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中国北京市内 

 

 

【参加者】 

官僚ですよね。 

 

【水源師】 

官僚でもない。 

 

【参加者】 

大学の先生ですか？ 

 

【水源師】 

そうそう。 

（ここの大学の政治家館で全ての大政治家は教育実習と試験があります。） 

 

【参加者】 

だから年がいってもそうやって大事に、してくれるし。 

 

【水源師】 

大事にされて。私が一緒にお願いして平城京へ連れて行ってもらって。それ
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で全部報告して、その後、主席が行って、その後トランプと手打ちして、一応

貿易戦争は止まると思う、もうすぐ。 

 

（トランプ大統領の言われたように、確かに大いに経済発展をする多大なる

潜在能力を持つ国でした。平壌の大同江を見ながらの冷麵は格別で、ソーウル

での漢江を見ながらの冷麵を思い浮かべました。） 

 

貿易戦争が止まった後で、これから日本の生き方はどうするかという事。 

だから朝鮮国に行く時に、日本政府のお使いか何か１０人くらい居ましたね。

その案内人と。「いや～、あなた方は渡航禁止じゃないですか？」と。「いや、

違います」と。 

それで話しかけて、親しくしている人が「あなたはレポーターでしょう？」

と。「いや、違います」と。「でも、そうにしか見えない」と。フリーランス、

フリーレポーター、若者連れて一生懸命やっていたけれども、側で聞いていた

80 になるお爺ちゃんがしげしげと聞いていて、ずーっと。聞いていて。 

まあ日本の密使ですね、ツーカーでやっているのです。そういう金日成の博

物館に行けば、自民党から社会党から一時代前よりから、日本のありとあらゆ

る名前がずらりと並んでツーカーでやっているわけです。 

 

【参加者】 

聞いた事がありますね。 

 

【水源師】 

怖しい。（演技で隣国の国々と喧嘩して国民を何処まで欺くのでしょうか？）。 

 

 

朝鮮とアメリカとの関係                                         

【参加者】 

アメリカ合衆国との関係はどうなのですか？ 

 

【水源師】 

手を打つでしょう。アメリカはやっていけない。さっき言ったでしょう？ペ

ルーで 1 ドルのスイッチがカナダで 2000 円ですよ。同じ品物がペルーでは 100

円。生産工場がないのですよ。一旦潰してしまえば出来ない。日本の中小企業

は殆ど潰れて、重要なのは残っているけれども、そういう匠の技は全部中国に

行ってしまって。 
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最早、日本で作ろうと思っても出来ないわけです。あるのは、やっぱり刃物

とか素晴らしい、何処も作れない、今でも。 

その 2000 年来、日本で刀を作ったそういう伝統があって。全然切れ味も違う

し、もう必需品だから、どうしても使うし。値段も安いし。それも大企業では

なく、中小企業が支えているけれども。これを潰してしまえば、もう目先真っ

暗。どうなる事やらと。 

同級生の U 君も言っていたでしょう？「世界に目を向けなあかん」と。もう

内々ではマーケットが出来ないようです。世界に出て世界の為に働くしかない

わけ。それによって恩恵が来るわけです。 

それが「搾取！搾取だ！」と。皆、逃げ出すよ。そのマジック、魔法の手法

ももう皆バレバレで効かないからね。 

現実的には、中国が広大なエリアの砂漠を緑化して森を作っているでしょ

う？現実的に。インドでは貧乏人を無くそうとして中国の方式でやっているわ

けです。 

何故かと言えば友人の大学の先生は、一つ一つの村の生き方があると、なぜ

貧乏人が出るか研究したわけです。あっちは全部株式会社なわけなのです。集

団と言ってその社員になれば、会社が儲かれば全部社員も恩恵を受けるわけで

す。全員金持ちなるわけなのです。 

だから、ある村の頭の良い人が、ここで百姓やってもダメだから、「上海に行

ってビルディングの請負をやろう」と言って、今、中国一の大金持ちの村にな

ったわけです。皆、高級車に持って。皆、素晴らしい豪邸に住んで。遊園地も

作って。皆、見に来るわけ。どうしてそうなったか？と。 

という話も日本では報道しない。という事を参考にして、どんどん日本が良

くなれば良いでしょう？物真似でも良いわけですよ。日本はもともと物真似の

天才ですよ。カメラにせよ、ドイツに行って全部物真似でそれ以上のものを作

ります。 

それも見てすぐ作るのだから何も悪くない、その力があるのだから。世界で

は、物真似殆ど出来ないから、何も悪い事ではないし、物を見て、「あ、あれ。

じゃ、それ以上良いものを作って売る」と。凄い事ですよ。私の物を物まねで

盗作したの？盗んだって、こっちで作ったって何も悪い事でもないし。 
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                大同江、平城京 

 

 

中国の超トップの天才達は、水源師の言う事が良く分かっている        

【参加者】 

中国の政策というのは非常に上手く機能して、国が豊かになったという事で

すよね？ 

 

【水源師】 

じゃなくもう汚職、汚職で大変なのですよ。それをいかにして処理するか。

私が二十数年前に中国に行って第一番にその教授に、あなた達の大問題は社会

主義と共産主義とか、自由主義の問題ではないと。汚職の問題が発生する、こ

れが最大の今まで人類の問題であると。とう事をとくとくと話したわけです。2，

3 年前でも 20 万人の公務員が汚職して全部首になっている、首にしてしまう。

酷いのは全部死刑にしてしまう。じゃなければこうならないですよ。 

 

【参加者】 

ひゃー。日本もそれをやって欲しいけれども。 

 

【水源師】 

たまたま私はそういう先祖の因縁によって自然と出会って、その方たちが聞

くわけですよ。それでそういう超トップの天才達は、私の言う事がとくとくと

分かって、そういう風に行くわけですよ。 

ところが日本でそれをしたら？もう身体に全部穴空いて、生きてないですよ。  

もう今から 50 年前から社会が狂っているから。もう棍棒で袋叩きに毎日遭うよ

うな生活は、私は嫌です。何の為に？聞く耳持たないでしょう。 
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【参加者】 

まだ聞く耳あるのですね？中国は。 

 

【水源師】 

真剣に聞いていていましたよ。その人は、中国の憲法を作っている人だから。

その人の憲法によってその人が基本で、まあ詳しくは全然分からないよ。まあ

天界の動きなのでしょうね。そういう風に、真剣に聞く。 

 

【参加者】 

政府もその人のレポートをね 

 

【水源師】 

そうそう、それが無ければ実行できないもの。ところが日本の官僚は、東京

大学、東京大学の学識経験者でも理解できないのに、その教授は問題にならな

いくらい超トップで頭が良いから、言う事を聞くのです。そういうふうに話も

合うし。だから、その人に相当強く「仏教は違うのだよ」という事を 20 年前に

言って、お寺の写真を見せたように、もう公然と皆、寺参り出来るようになっ

たし。中国中に大きいお寺が出来るし。 

この仏教は西洋のキリスト教と違って、宗教の神の子とは違うのですよとい

う事をまあ薄々分かっているのか、ちょっと緩めて。 

確かに道教と仏教は、最近中国で完成させたという誇りもあるわけです。よ

く研鑽して読んでみれば、どうも仏教と西洋の宗教は違うという事もどんどん

分かって。また私が 20 年前に行った時でも、お坊さんの先生がいなくて、貧し

い弁当で、お寺で瞑想みたいな事していました。可哀そうだな～と思って、「立

派な先生がいれば良いのに」と。 

 

 

どの方向に向かえという事だけを教えて、後は本人がやるだけ        

【参加者】 

道教と仏教が中国で完成させられたのではないのですか？完成した？ 

 

【水源師】 

完成した。まあ完成というレベルを上げたわけです（方便波羅蜜を研鑽して）。

文化大革命で仏教を全部潰した。その前にそれを瞑想で未来を見て、偉いお坊

さんが印光大師様かもう一人どっちかシンガポールへ行けと。よく台湾の方も
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一人は残って。一人は台湾に行けという事でサイコロを投げて、それが星雲大

師様で仏光山作って。 

何もとくとく教えるわけではないけれども、どういう風な方向で向かえとい

う事だけを教えて、後は本人がやるだけで。そこをどこまでも突っ走って行く

という人が本当の弟子だから。いつも先生先生というわけではないわけです。 

だから先生がいなくても、そのままやるという事。「これはやる」いう事が観

えるわけでそれで。 

先生というのは手取り足取り教えないですよ。方向だけです。やるかやらな

いかだけなのですよ。どの学問でも。まあ、そういう事でさっき話したみたい

に、一つ一つの村を研究して、その貧乏の原因を突き止めたわけです。それで

殆どの貧乏人をなくしてしまったわけです。（中国の所得額が五百倍になった。

1980 年代より、日本は先進国のなかで、逆に下がり他の全ての国々は上がりま

した。韓国はその上がった中でもトップです。 ） 

その貧乏というのは、最低限以下の下層の、結局山とかそういうところに住

んで交通が遮断されているとか、それから教育が受けられなかったとか、そう

いう事一つ一つの貧乏になる条件を見つけ出したわけです。 

だから、一般的にこうだという事は、当てはまらないという事が分かったわ

け。もう一つ、どういう風にして金持ちになるかという事を研究したわけです。

それで比較しながら金持ちと貧乏の原因を調べて、実はそれはお釈迦様が言う

様に全てを救わなければいけないという事なわけです。（方便波羅蜜の応用） 

キリスト教もコミューンと言ってコミュニストの事、コミューン、共同体、

だから共産主義はキリストから出ているわけです。だからアメリカのクリスチ

ャンがしょっちゅうツーカーで朝鮮国に行っています。金日成のお爺ちゃんは

クリスチャンなのですよ、missionary ミッショナリー。 

 

【参加者】 

ああ、そうなのですか？一切言わないですね。そういう事。当然ですね。 

 

【水源師】 

という繋がりがあるから、アメリカのクリスチャンは朝鮮国との繋がりがあ

るわけです。それで日本の政治家もツーカーでやっていたわけですよ。それが

何処でどう仲違いしたか知らないけれども。 

知らないのは日本国民だけで、化かされて。特攻隊で若者が殺され、幼児ま

で焼き殺され、沖縄で焼き殺され、その大空襲で東京大空襲、神戸大空襲で皆

焼かれて、やった責任は？のうのうとして生きているでしょう？その子孫たち、

責任取らない。またそれを神様みたいにああ素晴らしいと。もういい加減に眼
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が覚めたらどうなのだろうね。 

 

【参加者】 

中国とえらい違いですね。死刑とは。 

 

【水源師】 

国持って行けないよ。インドだって汚職したそういう人間は、本当に豚箱と

言って豚箱以下でもうぎゅうぎゅう詰めで、水も飲めるかしっこも出来るか。 

それでほっておく。最悪の所だよ。そんな犯罪人を、ファイブスターホテル

のヒルトンホテルみたいに出来るかと。養うお金が無いと。じゃなければヒル

トンホテルに行ける？私も犯罪起こしてヒルトンホテルに入ろうと。いや、実

際カナダでカナダの若者がしたのです。 

 

【参加者】 

カナダ？ 

 

【水源師】 

その昔ね、泥棒して刑務所に入ったわけ、そうしたら歯医者さんはある。食

事は良いし、働かなくて楽な生活が出来るわけですよ。一周間に一回はゴルフ

が出来ると。 

 

【参加者】 

ゴルフ？ 

 

【水源師】 

そうなのです。 

 

【参加者】 

刑務所に入ると？ 

 

【水源師】 

そして食事は良いと。「あ、もうお前、刑期が終わったから出なさい」と。出

たら暮らして行けないわけ。それで犯罪起こして。警察に、「私泥棒しました」

と。「なぜお前？」「いやあ、私は社会では生きて行けない」と。刑務所に戻る

と。 
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【参加者】 

日本でもあるよね、戻ってくる人。 

 

【参加者】 

そうですね。 

 

 

国というのは人間の身体と一緒                           

【水源師】 

という事は、何かがおかしいわけ、社会が。そういう人を罰しろ。ではなく

社会がおかしいわけ。そういう人は生きる道がないわけ。生きる道があればそ

んな事をして、帰るわけ無いし。それで恥ずかしいという罪の償いで真面目に

生きようという方向に持って行かなければいけないのだけれども。 

という風な、政治の方針が間違えばどれだけ悲惨な事になるかという事を言

いたい。という事は、さっきの病気の話に戻るけれども、国自体も病気になる

わけです。 

国というのは人間の身体と一緒なのです。頭がある手足がある内臓がある、

交通機関の血がぐるぐる回ってそれが止まればもうダメだと。良い栄養を与え

なければいけないし、酸素も与えなければすぐ窒息で死んでしまうと。もう人

間の身体と一緒なのですよ。 

ところが、あなた達は自分の身体を知らないでしょう？中は森もあれば働く

工場もあれば全部国と一緒なのです。それはヴィパッサナーやればちゃんと観

えます。 

ただ、それが一つの身体になるか、でっかい国になるか観えないからそうな

っているけれども。人間の一つ一つの身体は国と全く変わらない。だから国が

病気になればその中に住んでいる小さい菌達が死んでいくでしょう？人間はち

ょうど大きい国の中で私達はバイ菌みたいな生命体。ただ菌みたいな生命体だ

けれども、ここの中では私達は寿命が長くて、こういう風に頭脳があって、精

神界が磨けるという、そこで法に出会えるという、宇宙の奇跡で生きているわ

けです。 

だから、そういう中では、もう機械化社会だから、バイオメカニック社会で、

白血球は白血球の役割、それから赤血球は赤血球の役割、ホルモンを作ると、

工場ですよ、殆ど全部、凄い工場、もうキチキチキチキチと動いているよ 24時

間。インシュリンを出す、止める。それ、もう不全だったら外から与えなけれ

ば死んでしまうという薬。だから自然界と国は一体化しているのだけれども、
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それが観えないからこういう事になっている。人間の身体はいじればいじる程、

悪くなる。 

 

【参加者】 

手術という事ですか？ 

 

【水源師】 

こう切って空気が入るでしょう？もう二度と元に戻らない。だからお医者に

その事を言えばその通りと。現場のお医者さんから聞いているのだから。とこ

ろがそんな事を言えば誰もが怒るでしょう？ 

 

【参加者】 

もうそろそろ、夜の 9時です。まだ明るいですね。 

 

【水源師】 

凄い話になって、まあ聞けない話で発表出来ない話も一杯して、 

 

 

 
金箔を施し、乾燥中の仏像 
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本当の事を知って瞑想をする、一番最高の良い生き方                    

【参加者】 

でも聞いてもらいたいですね、その政治家達に。改善出来るものであればね。 

 

【水源師】 

さあどうだかね～。言っても聞く耳持たないし。まあ、こういうここだけの

話だから、あなた方は幸せだね、本当の事を知って。という風に眼が覚めるで

しょう？じゃなければ本当に狂います。それで自分がダメなのかというように

なってしまう、瞑想して、とんでもない話で。 

一番最高の良い生き方をしているという事を言いたいわけです。法のない世

界というのは、惨めな事。日本は自由があるようでどうもね～。山の中、ポツ

ンと一軒家という事を皆見ていると。それが正解だと思うよ。税金払わなくて

良いし、テレビ代払わなくて良いし、見る必要無いし。 

 

【参加者】 

集金人も来ないでしょう？ 

 

【水源師】 

まあ、そういう風に生きる場所があればまだ救われるけれども。それもいつ

まで続くか。そういう今の現状を見れば、やっぱりもう 50 年前に観えるから。 

無駄死に。無駄働き。全て、無駄無駄無駄。無駄はしたくないから。やっぱ

り先を観る眼というのは必要だと思うね。特に政治家は 100 年先をしっかり観

えなければ、私でも 50 年かけて、ここまで来ただけであって。1 年 2 年じゃ出

来ない。ところが「1、2 年で結果を出せ」とかそういうメディアがやればそれ

はもう、出来るわけがないのだから。 

それを足上げた、横に足やって「あれ間違っている」と。そんな事ばっかり

やっている。 

 

【参加者】 

カナダでも珍しいでしょうね？ 

 

【水源師】 

カナダでもない。ちょうど、今から 40年前くらいに買ったから出来るけれど

も、今やると飛んでもない話で。出来ないし、やっても莫大なお金を払わなけ

ればいけないでしょう？今年、コツコツとやって 5，6年かかっている。その時
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間もないし、もう不可能に事になります。 

 

【参加者】 

最初ね、この上の建物が一階だけだったのです。広い所にポツンとあった。

それを上げて、下の階を作って、ここを作って。 

 

【水源師】 

まあベランダを作ってもらって、この箱だけね、周りの箱だけ。後は全部電

気屋さん呼んで配電盤入れて。内部の配電は私の生徒の旦那さんが来てくれて

配電全部やってくれて。後は壁全部自分でとか、カナダの生徒がやってくれて

とか一緒に。外壁内壁。 

 

【参加者】 

立派になりましたね。 

 

【水源師】 

そういう皆の力が合わさって、こう出来ているわけで。まあ、日本から来る

かもしれいという予測でやっていたらやっぱり。有難い事に来て下さって。や

っぱり、皆で座れば座り易いね。一人で座るより、もっと座り易いね。 

 

【参加者】 

夜の 9時でこの明るさですね。 

 

【水源師】 

そう、もう 30分したら、そろそろ暗くなる、 

 



42 

 

 

 

 

 

 

 

 

水源禅師法話集 117 

（2019 年 7月 22 日 カナダ合宿 1 日目） 

 

2019 年 8月 13 日発行 

編集兼発行 一乗禅の会 

 

 
 


